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常任委員、委員、来賓、準備地本、傍聴含めて約１４０名が集結した

ＪＲ西労組議員団会議事務局長
柿本議員（広島県議会）

ＪＲ西労組議員団会議
羽良議員（那珂川市議会）

ＪＲ西労組議員団会議
坪田議員（福岡県議会）

中央本部
羽野中央執行委員長

髙杉新青年女性委員長の
団結ガンバロー

挨拶をする
李澤青年女性委員長

議長団に選出された、砂口委員（右）と
尾潟委員（左）

ＪＲ連合青年・女性委員会
石川事務長

ＪＲ西日本連合青年・女性連絡会
大星副代表幹事

明治安田生命
角部長

こくみん共済ｃｏｏｐ
石橋課長

こくみん共済ｃｏｏｐ
藤村担当

　

　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央
本
部
青
年
女
性
委
員
会
は
、10
月
13
日（
月
）〜
14
日（
火
）、オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ

ル
福
岡
博
多
ス
テ
ー
シ
ョン
に
お
い
て
、Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央
本
部
青
年
女
性
委
員
会「
第
35
回
定
期
委

員
会
」を
開
催
し
、常
任
委
員
、委
員
、来
賓
、準
備
地
本
、傍
聴
含
め
て
約
１
４
０
名
が
集
結
し
た
。

　

冒
頭
、福
知
山
線
列
車
事
故

を
は
じ
め
と
す
る
鉄
道
事
故
、鉄

道
労
災
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
御
霊
に
哀
悼
の
誠
を
込
め

黙
祷
を
行
い
、そ
の
後
、準
備
地

本
を
代
表
し
て
福
岡
地
方
本
部

青
年
女
性
委
員
会
の
後
藤
委
員

長
か
ら
歓
迎
の
挨
拶
と
福
岡
の

魅
力
、青
年
女
性
委
員
会
活
動
の

意
義
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
っ
た
。

　

議
長
団
に
は
、砂
口
委
員（
米

子
地
方
本
部
）と
尾
潟
委
員（
福

岡
地
方
本
部
）を
選
出
し
、議
事

が
進
め
ら
れ
た
。

　

初
め
に
、中
央
本
部
青
年
女

性
委
員
会
を
代
表
し
て
李
澤
青

年
女
性
委
員
長
が
、鉄
道
業
界

が
大
転
換
期
を
迎
え
る
中
で
、

「
自
分
ら
し
く
働
け
る
環
境
づ
く

り
」の
重
要
性
を
訴
え
た
後
、①

安
全
の
確
立
②
政
治
活
動
③
２

０
２
５
春
季
生
活
闘
争
と
２
０
２

５
年
度
総
合
労
働
協
約
改
訂
④

組
織
と
青
年
女
性
委
員
会
活
動

に
つい
て
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

来
賓
と
し
て
、Ｊ
Ｒ
西
労
組
議

員
団
会
議
よ
り
、事
務
局
長
の
柿

本
議
員（
広
島
県
議
会
）・幹
事
の

羽
良
議
員（
那
珂
川
市
議
会
）・

坪
田
議
員（
福
岡
県
議
会
）、Ｊ

Ｒ
連
合
青
年
・
女
性
委
員
会
よ

り
、石
川
事
務
長
、豊
島・小
林
幹

事
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合
青

年
・
女
性
連
絡
会
よ
り
、

屋
敷
田・大
星
副
代
表
幹

事
、明
治
安
田
生
命
よ

り
、角
部
長
、こ
く
み
ん
共

済ｃｏｏｐ
よ
り
、石
橋
課

長・藤
村
担
当
を
お
招
き

し
、祝
辞
を

受
け
た
。

　

ま
た
、Ｊ
Ｒ

西
労
組
中
央

本
部
よ
り
、羽

野
中
央
執
行

委
員
長
、石
田

原
・
中
村
・
川

西
各
部
長
が

出
席
し
、代
表
し
て
羽
野
委
員
長

か
ら
直
近
の
経
営
状
況
、安
全
確

立
に
向
け
た
取
り
組
み
、青
年
女

性
組
合
員
に
対
し
て
の
激
励
や

連
帯
の
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

　

議
事
で
は
、渡
邉
副
委
員
長
か

ら
24
年
度
活
動
経
過
報
告
、髙

杉
事
務
長
か
ら
活
動
方
針（
案
）

の
提
起
が
な
さ
れ
、全
体
質
疑
で

は
、31
名
の
委
員
か
ら
安
全
、青

年
女
性
委
員
会
の
あ
り
方
、春

闘・手
当
関
係
、労
働
協
約
、業

務
課
題
、バ
ス
の
課
題
、役
員
育

成
、男
女
平
等
参
画
、要
員
需

給
、被
服
の
改
善
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
な
ど
、82
項
目
に
つ
い
て
建

設
的
な
発
言
が
あ
り
、熱
い
議
論

を
交
わ
し
た
後
、髙
杉
事
務
長
の

総
括
答
弁
が
あ
り
、提
案
さ
れ
た

活
動
方
針
が
満
場一致
で
採
択
さ

れ
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、李
澤
委
員

長
、宮
崎
副
委
員
長
、藤
田
副
委

員
長
が
退
任
し
、新
た
に
髙
杉
委

員
長
、池
田
副
委
員
長
、古
屋
副

委
員
長
が
選
出
さ
れ
、２
０
２
５

年
度
の
常
任
委
員
会
体
制
が
確

認
さ
れ
た
。最
後
に
髙
杉
新
青

年
女
性
委
員
長
の
力
強
い
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
で
委
員
会
は
締
め
く

く
ら
れ
た
。

　

準
備
地
本
と
し
て
、定
期
委

員
会
の
運
営
に
あ
た
っ
て
い
た
だ

い
た
、福
岡
地
方
本
部
青
年
女
性

委
員
会
の
皆
さ
ん
に
感
謝
を
申

し
上
げ
る
。

　

中
央
本
部
は
２
０
２
５
年
10

月
10
〜
11
日
、ア
イ・ア
イ・ラ
ン

ド
に
お
い
て
、ユ
ニ
オ
ン
カ
レ
ッ
ジ

特
設「
新
任
専
従
者
コ
ー
ス
」を

開
催
し
た
。

　

各
地
方
本
部・本
社
総
支
部

大
会
で
の
役
員
改
選
に
て
新
た

に
指
定
さ
れ
た
専
従
者
12
名
が

出
席
し
、専
従
者
と
し
て
の

心
構
え
や
心
得
、Ｊ
Ｒ
西
労

組
、Ｊ
Ｒ
産
業
の
課
題
解
決

に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
を

確
認
し
合
い
共
有
と
交
流

を
図
っ
た
。

　

冒
頭
、主
催
者
を
代
表
し

て
羽
野
執
行
委
員
長
が
挨

拶
を
行
い
、Ｅ
Ｘ
で
は
羽
野

執
行
委
員
長
、川
原
副
執
行

委
員
長
、川
端
書
記
長
か

ら
、専
従
者
に
期
待
す
る
こ

と
や
心
構
え
、守
る
べ
き
お
き

て
、注
意
す
る
事
柄
、業
務
内
容

に
つい
て
特
別
講
義
を
受
け
た
。

　

そ
し
て
、Ｊ
Ｒ
連
合
よ
り
上

村
会
長
を
講
師
に
お
招
き
し
、

「
Ｊ
Ｒ
産
業
の
課
題
と
、持
続
的

成
長
に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き

こ
と
」に
つ
い
て
講
義
を
受
け
、

Ｊ
Ｒ
連
合
と
し
て
緊
急
的
に
解

決
を
求
め
る
重
点
政
策
課
題
と

し
て
、整
備
新
幹
線
、運
賃・料

金
の
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
共
有
し
た
。

　

ま
た
、グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョン
で
は
、各
地
方
本
部・本
社

総
支
部
の
組
織・業
務
に
お
け

る
現
状
を
把
握
し
、課
題
解
決

に
向
け
た
取
り
組
み
を
確
認
し

共
有
し
た
。

　

個
人
ワ
ー
ク
で
は
、各
自
で
分

会
大
会
を
仮
想
し
た
挨
拶
を

作
成
し
、そ
の
後
発
表
を
行
い
、

質
疑
に
対
し
て
回
答
す
る
と

いっ
た
実
践
も
お
こ
な
い
、他
の

専
従
者
の
挨
拶
や
答
弁
か
ら
良

い
と
こ
ろ
を
学
び
、吸
収
し
た
。

　

最
後
に
、出
席
者
が
こ
れ
か

ら
専
従
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
や
決
意
を
述
べ
、代
表
し

て
金
沢
地
方
本
部
久
保
副
執

行
委
員
長
に
終
了
証
を
授
与

し
閉
講
し
た
。

　

新
任
専
従
者
の
み
な
さ
ま
、

二
日
間
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し

た
。

　みなさん、こんにちは。中央本部青年女性委員会委員長の李澤です。
本日は第35回定期委員会にご参集いただき、誠にありがとうございま
す。会場準備・運営を担っていただいた福岡地本の皆様、そして日頃よ
り青年女性委員会活動にご支援いただいているご来賓の皆様に心より
感謝申し上げます。
　この一年間、青年女性委員会活動へのご理解とご協力に感謝申し上
げます。委員長としての2年間を振り返り、各地本・総支部の皆様の積極
的な参画により、活動が実りあるものとなったことを実感しています。
① 安全の確立について
　安全は最優先課題です。福知山線列車事故以降に入社した私たち
青年女性委員会世代は、事故を知らないからこそ学び、理解する責任
があります。安全は確約されたものではなく、日々の注意とルールの遵
守によって守られるものです。現場で守りにくいルールがあるならば、そ
れを変える議論を行うことも現場の責務です。「安全お守り手帳」や
ABC運動、「確認ですが」の声掛けなど、日常の中で安全を意識した行
動を徹底し、世界一安全なJRを目指しましょう。
② 政治活動について
　政治は無関心でも無関係ではいられません。参議院選挙や地方議
会選挙において、JR西労組議員団会議所属の候補者が当選を果た
すなど、組合員の支援が成果に繋がっています。公共交通を守るため
には、国の制度や仕組みの後押しが不可欠です。働く仲間と地域の未
来を守るため、政治との関わりを深め、まずは投票に行くことを呼びか
けます。
③ 春季生活闘争・労働協約改訂交渉について
　2025春闘では「人財の確保と定着」「採用競争力の強化」「賃上げが
当たり前の社会」を掲げ、ベースアップ12,200円、年間臨給5.3ヶ月など
の成果を勝ち取りました。25労働協約では青年女性組合員からの要求
も多く反映され、保存休暇の見直しや制度改正など、少数の声にも光
が当たる交渉を展開しました。定期委員会の重要性も会社に認識され、
今後は構成員一人ひとりが主役となる議論の場として、より責任ある取
組みが求められます。
④ 組織・青年女性委員会活動について
　青年女性委員会は約5,700名、JR西労組の約20％を占める大きな
組織です。新入社員の加入も進み、「仲間づくり」が最大の目的です。一
方で、組織が大きくなるほど情報が届きにくくなる課題もあります。職場
で孤立している仲間がいないか、日々の声掛けを通じて支え合う関係
性を築くことが重要です。そして役員活動を通じて得られる経験は、社
会人としても大きな財産になります。
　今年はユーススピリット2025を島根県出雲市で開催し、グループ労
組を含め多くの仲間が集いました。こうした活動を通じて、同世代やグ
ループ会社との繋がりが生まれ、労働組合の価値を再認識する機会と
なりました。全国を行脚する中で、青年女性委員会のような活動ができ
る組合は少数であり、他組合からも羨ましがられる存在であることを実
感しました。
　活動には困難もありますが、それを乗り越えることで得られるものは
大きく、自然と誰かのためになっていることもあります。難しく考えすぎず、
まずは楽しく活動することを大前提に、限られた青年女性委員会の期
間を大切に過ごしていただきたいと思います。
　

ＪＲ西労組中央本部青年女性委員会ＪＲ西労組中央本部青年女性委員会ＪＲ西労組中央本部青年女性委員会ＪＲ西労組中央本部青年女性委員会
「第35回定期委員会」開催！「第35回定期委員会」開催！「第35回定期委員会」開催！「第35回定期委員会」開催！

李澤青年女性委員長挨拶（要旨）李澤青年女性委員長挨拶（要旨）

李
澤
委
員
長
か
ら
髙
杉
委
員
長
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

現
場
の
声
と
未
来
へ
の
提
言
が
交
差
す
る
２
日
間

ユ
ニ
オ
ン
カ
レ
ッ
ジ
特
設「
新
任
専
従
者
コ
ー
ス
」


